
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   体育祭が終わると… 
 二週間後に「後期中間考査」を控えています。定期考査は、今回で三回目となりました。今までを振り

返ると、一回目の定期考査は、初めての定期考査ということで不安解消のためしっかり学習したと思

います。二回目の定期考査は、前回の反省を踏まえた定期考査だった思います。その後に夏休みの三

者面談があり、自分の学習に対して客観的に捉え、課題等を確認しました。では、今回の定期考査を迎

えるにあたりどんなことを意識しますか？学校生活の様子を見てみると、一年生を折り返し、中学校

生活にも慣れ、行事を終えるごとにクラスの絆が深まっていると思います。こういう時に、注意です。

学習のリズムができつつある中で、これまで以上の成績を収めるために考えましょう。今一度初心に戻

り、緊張感をもって学校生活を送ってください。 

 「定期考査当日をがんばる」ことは、当たり前です。そんなことを意識することは、日々の学習に対す

る意識が低いことを表していると思っています。大切なことは、学校に登校して毎日の学習を一生懸

命がんばることです。「眠い」「習い事で疲れた」は自分の状態であって、がんばることができない理由

にはなりません。今自分がやらなくてはいけないこととしっかり向き合い自分に厳しくがんばりましょ

う。 

「勉強していないだけ…」 

 この言葉を使ったことがありませんか？ 

「勉強する理由を教えてください。」「中学校の学習内容を将来使う場面ありますか？」と質問がありま

した。一番初めに伝えましたが、中学生の第一の本業は、「学習」です。まずは、「やってみること」から始

め、学習する理由については自分なりに考えましょう。学ぶことは、「知ること」から始まります。新しい

発見に、驚き、もっと知りたいと思えるようになると考え方が変わってくると思います。「なんで？」「こ

うだったのか」を意識してがんばりましょう。中学校三年間の学習の成果は、二年後の進路選択時に影

響します。進路の選択肢を広げるためにがんばることは、学習する理由の一つになるかもしれません。

いずれにせよ、学習は自分自身のことになります。大人になったときに、「あの時、勉強していれば良か

った…」と後悔しないために「今」が苦しくても逃げずにがんばりましょう。苦しいことがずっと続くこと

は、絶対にないです。トンネルの出口がないのと同じです。みんなのがんばりが報われるように「今」を

がんばりましょう。 

 

 

 

来週の時間割 
 １１月１日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金） ６日（土） 

１組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組    １組 ２組 ３組 １組 2組 ３組    

① 
学活 学活 学活 英語 美術 英語    国語 社会 音楽 国語 社会 技術    

担任 担任 担任 少人数 柿崎 少人数    三浦 伊藤 今井 三浦 伊藤 大野    

② 
英語 国語 英語 美術 家庭科 国語    体育 英語 理科 社会 英語 体育    

少人数 三浦 少人数 柿崎 宮坂 三浦    勝又 少人数 曽根田 伊藤 少人数 勝又    

③ 
理科 数学 体育 家庭科 理科 社会    数学 技術 数学 技術 音楽 理科    

曽根田 少人数 森本 宮坂 曽根田 伊藤    少人数 大野 少人数 大野 今井 曽根田    

④ 
数学 体育 数学 英語 国語 英語    理科 数学 社会 音楽 体育 美術    

少人数 勝又 少人数 少人数 三浦 少人数    曽根田 少人数 伊藤 今井 森本 柿崎    

⑤ 
体育 英語 家庭科       社会 理科 国語       

森本 少人数 宮坂       伊藤 曽根田 三浦       

⑥ 
総合 総合 総合       道徳 道徳 道徳       

担任 担任 担任       担任 担任 担任       

連絡

事項 

生徒朝礼 

キャリアパスポート 

コメント提出 

学習計画表提出 

４５分授業 
給食終了後下校  

定期考査１週間前 

TGG参加確認書提出 

タブレットの日 

給食終了後下校 
 

 

 

 

T…TOKYO G…GLOBAL G…GATEWAY  
 今回の校外学習の行先が決まりました。今回の目的は、 

 ①英語を使用する楽しさや必要性を体感し、主体的に英語を話そうとする意欲を養う。 

 ②校外学習を通して、集団行動の規則を守り、仲間と協働して課題解決に取り組む態度を養う。 

です。 

プログラム体験中は、全て「英語」を使用します。 

日ごろの英語の授業の成果を試す絶好の機会だと思っ 

てがんばりましょう。 

 参加確認書の提出は、11月４日（木）が締切になって 

います。遅れないようにしてください。 

 

 

 

 

 


